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「箸入れをコく 3う！の宍践から
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中学 i年！ごとっア中学校に入っ －c初めτの；被服製作題材である。生待はこれまで小学朽の家庭科で布
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カ〉力：｛ /!) 〆作りなどを通して，基本的な手！J差v,（な

ったり，製作時同に差があったりして，知設や技術Iこ｛日人差が

大きいと考えられるコまた句小学校では市販の訟材壬使う三とが多いた山，採寸やしるし付；；－，

ヲ製作全体を見通し完戎を予想して製作す三1

し小学村の女［！詰

〈ーーカ＼しす（直綻縫い）な日、そ経験してける。

または信！へJこより
l ザ

こ［」

{T,1主任な

はあま少だい，＿，ど最初カ（らr:rrrnR製作することが主＼な

学習波，家庭で針を時コたこと 一分定着し亡し＼ i"[ l 陪とんどない住徒も

L Fこいこと ιして，製作（の憲政界と

7ち乙ろ11:つだものよりもっとすごいも

と思われる。

技術・家伝宇！の宇習についてのア〆アートでほ r

ても高かった。「方を使っヂいるいうなものをfιドりたい」「

4ノヘ3キ0)（－羊月以を1ンドオパ）るようになぞ tこい」 1]!;lなとミ乙／ μ／をr買って,J「詰のが作れるよ J！こ芋習 Lた

よれた。「~＇も知識P技術をそl得したいとし＼今またってみたいJなどの意昆があ r た。

3のがJ「家慮不！が苦手なので裁fi，；室を特にやりたし＼ i「そシンなどを矢口ちたのそ｛乍」るときωコツ

を忘れにじむで学習したしづなどでおろu

りたいJI人

（手/ii員）〉うまでたり jこし、［「ミんンので：

ーさ~（刀生徒の もの「主；苦心中必実践イどを、りざす芦見もFっl竺は，

めにしてあ打たいJi ：：＼.人と同じよう iこ‘人で何のことつものが作りたいJt」

でそで？えるようになり j什，Jなどで必ゐ。

小学校で学んだわt識 .ttJJ包と支民意欲の差を桁めるため• jy：詑乙のような子ども

cl, J正一円、ろそ ら製作ができるように木高材を誌定し犬c｛：~j本を見通し t,を活用！一

表担力の当局i”と関わゾ lて勺いアる恵ゴで二力(2）本題材中）§:l標的向車？とj｝満＠蒙j涯刊で

計侃実践を行ってげ。をjGし件弓技術¢家！経科では実践8~） 0 

りれるよミに長l十寸F ，ささトヨJI
て＇ ＜...寸二日三組み立て，子どもが§ら段階などのー
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題材ζ隈端的！己空間すや

E全体の苔！？守の之

詐題発鬼や副題解決の；若面手取り

3確かぞうな識を身につuるた1hrこづ

では革礎削コ基本！~~J な

せて配列している。

中学 3年までb 

してぷ月日製作の

とを同白うとしてい，c)0 
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プJJf'縫し i しうの
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るとともに‘互いの出来仁がり

もて， i乍r!i'i1rをさらによりよいものにしようと づ--『込J

高めながら町製作における自己の

などを考える思考力，様々な考え方の中からより

してしぺ表現力を育てることをねらいとして

fこり？

ペアや学級全体で考えてきた。

だ製作の知識。技術を使って自分の箸入れを製作することを目標としてい

えさせる。第 1時ではヲ

い方の基本などを思い出させる。実路に布に触れて，布は方向があり方向によ

いがあることラ切ヮた裁ち目がほつれるのでおきし、代やその始末がいることなどを知

ら布を裁断するときにどうしたかq どのようなj縫い方をしたかなど思

きさや出し入れの仕方を考えながらn 箸入れのft:や大き主を考え

ら巾着型や長方形の袋状のものが予想されるがq 箸の人れ方

包む形のものもあることや，形も長方形だりでなく三角形の

などを見せていろいろな形

り），tLてきてv，る。
自が考えシ製作計画をグループの中で互いに見合つ

えやアドパイスにより，新たな気づきが得ら

6年の「エプロン」の製作ではヲ型紙づくり

いやすいポケットの大きりでポケット

。〉

｛お

のl!三ごとにグループに分かfνu

るには9 どのような子！｜院でどのよ

自の経験そもとに意見を

ってみたり，見本の完成品を

しながら考えられるようにした＂＼ 0

fこり， ｛也のグノレープと比較すること

聞くときも9 市の使L

きるようにしたLし

にしながら q 自分たち

これから

さら Lもめん
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完成した作品は，自己評価により出来上がり

アドノ川スし合ったりすることで，完成L

意欲につなげていきた＼，）0 

これらの学習活動により？

ていく －：：JJ，すなわち用品、に応じた
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いる。

で正確な型紙の作り万をグルー

さや形？付ける位置な

本題材ーではヲ

る。第 l次では， クツレー

基にして，布の

り強度や伸び方に

らせる。

い出させるようにする。次

自分のして，

fこり，

る。箸入れの形としては，小学校の

や閉じ方により町袋状のものだけでなくフ

ものなどもあることに気づけるようにしたい。

のものがあることを全日らせたいと思う。

2時ではョ自分が｛乍りたい箸入れの作り方を考える。

上がり予想したり，完成した箸入れを見ながら，

ばよし叶3考えられるようにした~＇o

ホワイトボードを使って図に描いたり，

してみたりして，グループで、の作業を通し

たことを全体の場で発表 L，’自分たちの岩え

により適した縫い方や製作の子！！慣を考えていく。

ど共通の祖点をJ寺たせて網自分たちの
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②患者力＠判断力＠表現力を用いて生活課題を解決する場を設置する

本題材は技術分野との合同題材である。技術分野で製作し，fこ箸を、家庭分野の調理実習で活用したり，

布を使って箸入れの製作を行ったりすることでヲ技術⑩家庭科の教科全体が生活に結びついていること

を実感的・体験的に知らせたいと考える。そして9 実際に箸や箸入れを日常生活の中で使用させてみて？

きちんと箸を管理することでくり返し長期の使用lこ耐え守環l克の視点からも便ずれていることや9 さらに

より使いやすいものに改善していけることを学べるようにしていきたLI。

うt還を設定する

の製作において次のよう

③互い

「箸入れ」
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（個人）

⑩同じ1f3：の箸ノ入れを製作する者同士でノフ、、jレーフ。を作り

どを考える。（グループ）
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最初シ布を三角形に裁ってから 2

う考え方が多かったがq 他のグループ

ょいという考えを聞き，変更したグルー

教のグJl〆ーブ。で、三角形の布の縁を内側に折ってν 2枚を合わせて

う方法を考えたが町実際に試作すると時間がか伊り。 2枚の布
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で長さの違う 2つの布

はよかヮたがフ試作してみると

V o自が全：てa 隠れるプ了I去を＼見つけるため，

方が分かつ t：こ生徒もv，たが，理解でき

ーしてJ どのような

した。そののち
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('I)グループで作り方や手JI震，

自分で考えた箸入れの形と同じ形の者同士でグルーフ。を作り話し

いを行った。作り方や手JI［~を具体的に考えたり 9 考え方在分かりや

く説明したりできるように9 各自が考えた作り方のワークシートの他

に，グループごとにホワイトボードラ黒と赤のマーカーペ：／，布9 紙

などを準備した。また，必要に応じて工作のり？はさみヲゼロテープ，

裁縫セットなども使えるようにした。子どもは最初］は個人や 2人組で

布を折ったり，紙を切ったりして考えていたが，やがてホワイトボー

ドを使って図を描いたり 9 説明を書きながらグループで、考え始めた。

る

一人

り方が

学級全体で作り方や手JI［~，

グループで§liL合っ

ヨ戸～』

／千戸
、、 Jc合、 ＇.J

めると

アイデアを

あって9
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というのも

互いの
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jレープでギ百

をする。

｛こしl二げ

ス=o  

れの形をどうするかということを同じ形の人とグループに分かれて話し合いました。

がある意見を言ったらヲどんどん話し合いが進んでよかったです。（生徒A)

• :fjlで箸入れの作り方を考えました。たくさんの作り方が出てきました

分かりやすいのを考えて決定できたのでよかったです。（生徒B)

Vi 

ホワイトボードの｜豆｜

ったりひっくり返しながら説明したり

で説明したりなど句班ごとに自分たちの作り方を

「；おもしろいなあな」と

ょうよ」

，亡J0 

Q。
せ司縫い代の

ボタンなどを付けー

けにとどまり 3

にし jこり？

させたため一つ

るヌぢを会〔｜る

作訂
,,,_ 

つ／」

たりヲ

｜ベ！包のグ1レープの箸人れの作り方や種類などな聞いてー

｜ ら聞けたのでよかったです。（生徒C)

｜ぺ也のグn～プの発表も間I,，て，「ウチらもこのアイデア

I t，、い勉強になりました。（生i走D)
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O学級全体で作り方や手Ill買フ縫い

くことでつより製作に：i菌した方法

。｛也のグlレーフ。の考えを参考にしな

て試し作りをする。

できあがり

にしるし付けをし9

．できあがり線を縫い

口11二めるひも9
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位指l:t•Q思響力＠判断：力＠義聴力

ととも

競楠⑪語家騒科（技術：分野）

「生きる力」という

な知識及

となることをねら

切なのかが，今回の研究会のメインテーマである。

技術＠家庭科では，実践的 e 体験的な学習活動長通して生活に必要な基礎的 b

戸！こつけさせることによって，実際の生活の場、で学習したことが生きてーらく

いとしている。特に，将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応してい fために

上で、生じる課題に対してラ白なりの判断をして課題を解決することがで、きる命力，

課題を解決するに至るまでに段階的にかかわる能力をすべて含んだものであ

度から考える思考力ヲその思考力を総合して解決を図る判断力p 判断し 」

あげられる。つまり，問題解決能力のなかにヲこれら

問題解決的な学習を工夫することで，これらの力を育成

能力が必要とされている。

この問題解決能力とは，

仇課題に対して様々な

果を的確に創造的に示すことのできる

の思考力＠判断力。表現力等は含まれており 7

次の 3つをのポイントとして，
あげて実践研究してきた。

①確かな知識と技術を身にザつけるためにラ題材を段階的に設定する円

②思考力。判断力。表現力をノ用いて生活課題を解決する場を詐九。

することができると乏言えてよし＇ o

技術 e 家庭科では，学び合いの中での思考力。判断力＠表現力の

③互いに学び合う場を設定する。

に，実践的・問ヤ立を通してヂでいく技術＠家庭科では計画，窒践評凪改蓋 σ
SAサ－イクル）なと~＂~平dナ一白 i旦程を組り正て9 題材を中JC,, Iこしてj旨導にこあfこiところに特設があるO

：；~同fカ！？互いに子び合う場面をその中でうまく設定 ι 生徒同士の創意工夫やラ考えなどを発表し
口ペ子ひ合いながら深めていけるように工夫することが大切である。

また今後，課題解決の際吟生徒が個々の課題に直面した時の判断のよりどころとなる価！直観

心ことが必要とされるo 技術分野では，新学習指導要領のなかで，技術と社会や環埼との ; 

いて理解を深め，技術を適切に評価しf吉用する能力と態度を育てることが幸山に求めら

に配j煮し再生産苛Mo:なi活環型社会を築くためにも。
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ることでヲ

育成が，新しい学習指導要領での目標のーっとしてあげられていろ《

本学校国での幼小中一貫教育における研究テーマも，この思考力.'f'!J断プ：J: W:現力等の

け2 そのために，児童＠生徒の「学び合い」をどのようにしていく叫研究してきたハ手！ア

い」 12rW:める凶に，児童＠生徒同士のどのようなかかわり合いやヲ教師の意図的な；ーよーかけ

ょ
っ ／ι。自己評価めるためラあっ fこ学び合いの場面はどのような

se,.7 そしてッている。と80%の生徒｝Ji「自分の箸入れの作り方がとてちょくわかった」

「グループでの話し合いがとても役に立った」と

にしfこつ 7こり
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みると同じ型の

ま「いろいろな作り

「他のグループの発表がとても役だった」と

クリ［／ープの発表は参考になったという意見が多かったが

方がわかコてよかった」というものが多かっ

－他のグループの発表はすごくいい発表で，作り方もわかってすごくためになった。（生徒日）

a 他のグループはひっくり返して縫うのが多かったので，荘。たちもひっくり返してぬうことになりました。

ぼくたちのグループ（三角型）は

（生徒J)

（生徒 I) 

・みんな（巾着型，縦型，横型）は向縫ってから裏返す縫い方が多くて，

二重に縫う縫い1iで9 いろいろ型によってやり方が違うことがわかった。

さらに高まったことがわかった。

てよ〈分かりました。今日習ったことを生かしてEく作りたい。（生徒K)

はあまりうまくできなかったけ寸1どヲ作り方はわかっています。とても作りたくなりました。（生徒L)

同じ型のグループで

え方を知る点

ζ 

して司

助けるため，さまざまな

めたり守発表するときの手段と L

って試作することにより，考ヌた

け’でなく立体的i"J：作品製作の理解に Jコ

る手段として，回や実物Jを問うことがより

、とごろで（~；：‘

ffしてみ

を見つける判断力

に，］， Iフイドトポー Vρコ取り
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い万とかでtきて， とても役立ちました。

4二〈わかりました。（生徒G)
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4 成果と

これらの結果から，［箸入れの作り方（製作方法・手順）

の話L台いがより有効で、あったことがわかった。学級全体での

げることはできたが，個々の考えをより深めていくために

して取り組んだ方がより効果的であることがみえてき

はたらきかけとしては，アドパイスをしながらもできる

できるように支援をおこなうことが，様々な

うことにつな

そして9

で




